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訪 　 　 問
グラフィックデザイナー

第 10 回

�村正彰
美術館，学校，百貨店……
これまで，さまざまな場所のサインデザインを
手がけてきた，�村正彰。今，最も忙しいデザイナーの一人だろう。
そんな彼は，東京都心のオフィスで，
スタッフと日夜制作にあたっている。その現場へ伺った。
撮影 阿部 健　表紙 協力：株式会社丸井グループ

スタッフのデザインに，修正の指示を入れる�村さん。
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　多くのデザイナーやアーティスト

がオフィスを構える東京・南青山。

グラフィックデザイナー・�村正彰

さんの事務所も，このエリアの一角

にある。味わい深いレンガ造りのビ

ルの最上階にある「�村デザイン事

務所」へお邪魔した。

——なぜここに事務所を構えようと

思われたのですか。

�村　僕は以前，田
た

中
なか

一
いっ

光
こう

先生（※１）

のもとで働いていたんですけど，そ

の事務所が青山にあったんです。だ

から，独立するときに，自然とこの

あたりで物件を探しました。

　事務所の内装設計は西
にし

沢
ざわ

立衛さん
（※２）にお願いしたんです。彼は，今

や世界的な建築家ですが，当時は若

かったので，一緒に仕事をしている

ときに「うちの内装，ちょっとやっ

てくれる？」みたいな感じで依頼し

ました（笑）。

　特に気に入っているのは，この広

い会議室。ここで，10名いるスタッ

フと，毎日ご飯を食べるんですよ。

　僕は，雰囲気のいい事務所にした

いと，いつも思っていて。スタッフ

が互いに相手を尊敬して，思いやれ

るような場所にしたい。そのために

も，一緒にご飯を食べるって結構重

要だなと思っているんです。
——中学校教科書『美術１』（P35）

には，�村さんの絵文字の作品を掲

載しています。この作品ができた経

緯を教えていただけますか。

�村　最初は北千住の百貨店から，

サインをつくってほしいという依頼

を受けたんです。トイレがどこにあ

るかとか，何階に何があるとか，そ

ういうサインです。でも，それだけ

じゃ，おもしろくないなあと思って。

そこで，９階にあるレストラン街の

壁面を，食にまつわる漢字の絵文字

で飾ってはどうかと提案しました。

　この百貨店の利用者は，お年寄り

と子ども，そして外国人が多いそう

です。だから，そういう人たちの間

にコミュニケーションが生まれるよ

うなものをつくりたかった。漢字は

表意文字で，一つ一つに意味があり

ます。意味はビジュアル化できるの

で，漢字を使えばおもしろいものが

つくれるのではないかと思いました。

そして，つくった絵文字の下には，

小さく英語を入れました。外国人は

英語で，子どもはビジュアルで，大

人は漢字で意味を理解するんです

（表紙の写真は，そのレストラン街

の様子）。

　そんなふうに僕がおもしろがって

提案したら，先方も喜んでくれ「地

下の食料品街もお願いします」と言

われて，うれしかったですね。

——高等学校教科書『美術１』（P43）

では，�村さんが手がけた「すみだ

水族館」のサイン計画をご紹介して

います。これまで多くのサインをつ

くられていますが，サインデザイン

の魅力って何でしょうか。

�村　サインデザインって，空間や

素材などの条件が厳しいんですね。

でも，そこにうまくマッチしたもの

がつくれれば，空間での体験を豊か

にすることができる。

　僕はサインを考えるときに，その

空間の意味をすごく考えます。もち

ろん建築家の方がいちばん考えてい

るんでしょうけど，グラフィックデ

ザインのいいところは，文字・色・

構成などで，その意味を可視化しや

すいところです。

　サインって，「ないほうがいい」

存在ですよね。でも，ないと困るか

ら，しかたなく付けられることが多

い。だからこそ，積極的に「付けた

い」と思われるサインを，僕はつく

っていきたいと思っているんです。

いいサインは，その空間での体験を
豊かにするんです。

1954年生まれ。愛知県出身。
77年に田中一光デザイン室に入社した後，
88年に「�村デザイン事務所」を設立。

宮城県大崎市立岩出山中学校のサイン計画，
日本科学未来館のCI・サイン計画，
横須賀美術館のVI・サイン計画など，
さまざまな施設のサインデザイン，Cl，

VI計画を手がける。
2008年の毎日デザイン賞をはじめ

受賞多数。

ひろむら・まさあき

漢字の絵文字がプリントされた，百貨店の紙袋。
見ているだけで楽しくなるデザインだ。

「すみだ水族館」のグッズ。ロゴマークを含めた全
体のブランディングを担当した。

広 と々した会議室で，毎日スタッフと一緒に食事を
とる。「食堂みたいですよ」と�村さん。

クライアント先でつくった，自身のフィギュア。 壁一面が書棚。さまざまなデザイン関係の本が並ぶ。

※１ 田中一光（1930-2002年）
20世紀の日本のグラフィック界を代表するデザイナー。
多くのデザイナーに影響を与えた。

※２ 西沢立衛（1966年-）
建築家。SANAA，西沢立衛建築設計事務所代表。
2010年に建築界のノーベル賞といわれる，プリツカー賞を受賞。
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